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8 週齢の雄性C57BL/6 J マウスを使用して十二指腸液逆流モデルおよびS h a m手術群を作 
成した。食道胃接合部を切離後、食道と上部空腸を端一側吻合した。普通食投与と高脂肪 
食投与の2群に分け6 0週間飼育後に屠殺し、胆汁採取と吻合部を含む上部空腸と食道を 










D R に T C A を慢性曝露した細胞株E S C C - D R t c aをテストサンプルとして、Comparative 
genomic hybridization (CGH) Microarrayを用いて網羅的遺伝子解析を行った。




別紙様式3 の 2 (課程博士 •論文博士共用)
(続紙）
(結果）
•マウス逆流モデルではすべての個体で吻合部近傍にB a rre tt上皮の発生が確認できた。免疫 




•胆汁酸暴露による細胞増殖への影響に関して、T C A曝露にて用量依存性に細胞増殖活性 
が増加した。
• array CGH解析の結果、ESCC-DRには非常に多くの染色体異常やUGT2Bなどの遺伝子異 























なかったと思われる。また、ラット逆流モデルで樹立したE S C C -D Rでは U G T 2 Bの増幅を認め 





影響だけではなぐ解剖学的な違いやU G T 2 Bなどの遺伝子多型など宿主側の要因も大きく影 
響していると考えられた。
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